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第
七
十
三
条
の
十
四
第
八
項
中
「
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
三
第
三
項
」
を
「
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
二
第
三

項
」
に
、「
適
用
さ
れ
る
」
を
「
適
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
第
一
号
中
「
第
九
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
九

十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
百
十
一
条
」
を
「
第
百
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
十
五
の
二
第
一
項
中
「
十
万
円
」
を
「
十
六
万
円
」
に
、「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
、「
二
十
三
万

円
」
を
「
六
十
六
万
円
」
に
、「
十
二
万
円
」
を
「
三
十
四
万
円
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
二
十
四
第
一
項
中
「
住
宅
（
」
の
下
に
「
特
定
区
域
内
住
宅
を
除
く
も
の
と
し
、」を
加
え
る
。

第
七
十
三
条
の
三
十
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
不
動
産
取
得
税
に
係
る
滞
納
処
分
に
関
す
る
移
転
命
令
違
反
の
罪
）

第
七
十
三
条
の
三
十
七
の
二

第
七
十
三
条
の
三
十
六
第
六
項
の
場
合
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
国
税
徴

収
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
道
府
県
の
徴
税
吏
員
の
命
令
に
違
反
し
た
と

き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又

は
財
産
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対

し
、
同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
七
十
四
条
の
二
十
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
た
ば
こ
税
に
係
る
滞
納
処
分
に
関
す
る
移
転
命
令
違
反
の
罪
）

第
七
十
四
条
の
二
十
八
の
二

第
七
十
四
条
の
二
十
七
第
六
項
の
場
合
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
国
税
徴

収
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
道
府
県
の
徴
税
吏
員
の
命
令
に
違
反
し
た
と

き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又

は
財
産
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対

し
、
同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
九
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
係
る
滞
納
処
分
に
関
す
る
移
転
命
令
違
反
の
罪
）

第
九
十
五
条
の
二

第
九
十
四
条
第
六
項
の
場
合
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
国
税
徴
収
法
第
七
十
二
条
の

二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
道
府
県
の
徴
税
吏
員
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行

為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又

は
財
産
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対

し
、
同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
七
十
二
条
の
六
十
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
事
業
税
に
係
る
滞
納
処
分
に
関
す
る
移
転
命
令
違
反
の
罪
）

第
七
十
二
条
の
六
十
九
の
二

第
七
十
二
条
の
六
十
八
第
六
項
の
場
合
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
国
税
徴

収
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
道
府
県
の
徴
税
吏
員
の
命
令
に
違
反
し
た
と

き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又

は
財
産
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対

し
、
同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

３

人
格
の
な
い
社
団
等
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴

訟
行
為
に
つ
き
当
該
人
格
の
な
い
社
団
等
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事

訴
訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
七
十
二
条
の
七
十
八
第
一
項
中
「
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法

律
第
三
十
七
号
）」を
「
同
法
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
第
七
十
二
条
の
八
十
の
三
」
を
削
り
、
同

条
第
六
項
中
「
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
年
法
律
第
三
十
七

号
）」を
加
え
る
。

第
七
十
二
条
の
八
十
の
三
の
見
出
し
中
「
特
定
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
」
を
「
第
一
種
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
者
」
に
改
め
、
同
条
中
「
消
費
税
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
二
に
規
定
す
る
国
外
事
業
者
が
国
内
に
お
い
て

行
う
同
項
第
八
号
の
三
に
規
定
す
る
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
（
同
項
第
八
号
の
四
に
規
定
す
る
事
業
者
向
け
電

気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
」
と

い
う
。）」
を
「
消
費
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
気
通
信
利
用
役
務
の
提
供
」
に
、「
同
法
第
十
五
条

の
二
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、「
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
下
に「（
次
条
に
お
い
て
「
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
特
定
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
」
と
い
う
。）」
を
「
第
一
種
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
」
に
、「
当
該
特
定
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
」
を
「
当
該
第
一
種
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
」
に
改
め
、同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
第
二
種
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
て
行
う
資
産
の
譲
渡
に
関
す
る
こ
の
節
の
規
定
の
適
用
）

第
七
十
二
条
の
八
十
の
四

消
費
税
法
第
十
五
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
資
産
の
譲
渡
が
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
対
価
に
つ
い
て
同
項
に
規
定
す
る
第
二
種
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
介
し
て
収
受
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
第
二
種
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
当

該
資
産
の
譲
渡
を
行
つ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
節
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
七
十
二
条
の
百
十
一
第
一
項
中
「
規
定
」
の
下
に「（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
七
十
三
条
の
六
第
三
項
中
「
に
お
い
て
適
用
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
」
に
、「
第
九
項
」
を
「
第

十
項
」
に
、「
同
法
第
百
四
条
第
六
項
」
を
「
土
地
区
画
整
理
法
第
百
四
条
第
七
項
」
に
、「
土
地
区
画
整
理
法
第
百
四

条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
、「
第
百
四
条
第
十
一
項
」
を
「
第
百
四
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
第
百
四
条
第
七
項
」
を
「
第
百
四
条
第
八
項
」
に
、「
第
百
四
条
第
十
一
項
」
を
「
第
百
四
条
第
十
二
項
」
に
改

め
る
。

第
七
十
三
条
の
十
四
第
一
項
中
「
限
る
。）」
の
下
に「（
次
に
掲
げ
る
住
宅
（
当
該
住
宅
に
係
る
建
築
確
認
を
受
け

た
時
に
お
い
て
、
当
該
住
宅
の
建
築
を
す
る
土
地
の
全
部
が
第
一
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
区
域
外
又
は
都
市
計

画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
街
化
調
整
区
域
（
第
二
号
に
お
い
て
「
市
街

化
調
整
区
域
」
と
い
う
。）の
う
ち
第
二
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
外
に
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
を

除
く
。
第
七
十
三
条
の
二
十
四
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
区
域
内
住
宅
」
と
い
う
。）の
新
築
（
新
築
さ
れ
た
住
宅
で

ま
だ
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
購
入
を
含
む
。）を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
各
号
を

加
え
る
。

一

次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
住
宅
（
当
該
住
宅
の
一
部
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該

住
宅
を
含
む
も
の
と
し
、
所
有
者
、
当
該
所
有
者
の
配
偶
者
又
は
当
該
所
有
者
の
二
親
等
以
内
の
親
族
が
居
住

の
用
に
供
し
、
又
は
供
し
て
い
た
住
宅
で
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
、
又
は
供
し
て
い
た
期
間
と
し
て
政
令
で
定

め
る
期
間
が
五
年
以
上
で
あ
る
も
の
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
建
替
え
に
よ
り
新
築
さ
れ
た
住
宅
を
除

く
。）

イ

建
築
基
準
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
災
害
危
険
区
域
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

ロ

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の
地
す
べ
り
防
止
区
域

ハ

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第

一
項
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

ニ

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五

十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

ホ

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
の
浸
水
被
害

防
止
区
域

二

市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
住
宅
（
当
該
住
宅
の
一
部
が
イ
に
掲
げ
る
区
域
内
に

あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
を
含
む
も
の
と
し
、
建
替
え
に
よ
り
新
築
さ
れ
た
住
宅
及
び
農
業
、
林
業
又
は

漁
業
を
営
む
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
を
除
く
。）

イ

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
土
砂
災

害
警
戒
区
域

ロ

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
浸
水
想
定
区
域

で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
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